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Ａ ことしはカレイやとおもてたわ。
Ｂ なんで？
Ａ におてたわ。
Ｂ かれいしゅうてか。それは字が違うやろ。ほんでもわしも還暦やし。としやね。
Ａ ほんま年やで。これ「ホシガレイ（星鰈）描いて」っていわれたんちゃうのん。
Ｂ 干しがれいやろ。ちゃんと口から藁出しといたよ。
Ａ そんなもん。海に泳いどるんかい。それに小さいのはヒラメみたいに目が左やないか。
Ｂ カレイでもヌマガレイは目が左やで。それに中国ではカレイもヒラメも比目魚や。二尾並んで仲よく泳いで
ると思われたみたいやで。

Ａ 目が片側に両つある魚は、あんまし、おらんからな。
Ｂ 生まれた時は、両側に一つずつ目があったのが、だんだん移動して、目が右に行ったのがカレイで、左に行っ
たのがヒラメというわけや。動きはじめの時は、どっちに動くかわからんので右往左往するみたいやで。

Ａ 右往左往は、おまえのことやろ。
Ｂそれにしても生まれた時は他の魚と同じやのに、なんで右と左に分かれるんやろ。
Ａ うーん。
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